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神門踏切歩行者調査

調査実施日 2010 年 11 月 30 日（火）

一宮町バリアフリー協議会

エリアウオッチ研究所



■ 調査方法

A： 踏切北側（茂原側―歩道なし）

B： 踏切南側（大原側－歩道あり）

A表：A１地点（西側）➞A２地点（東側）へ

A２地点（東側）➞A１地点（西側）への歩行者数調査

B表：A１地点（西側）➞A２地点（東側）へ

A２地点（東側）➞A１（西側）への歩行者数調査

■ 調査時間

６：００～２１：００（１時間単位）

■ 調査取り決め

踏切を渡りきった地点をカウント（踏み切りの中で A から B へ、B から A への移動が見ら

れた）



A 表 踏切 A側を渡った歩行者数

B 表 踏切 B側を渡った歩行者数

A 側（茂原側―歩道なし）

計A1（西）→A2（東） A1（西）←A2（東）

６；００～７：００ ０人 １２５人 １２５人

７：００～８：００ ９ １８０ １８９

８：００～９：００ １７ ５１ ６８

９：００～１０：００ １５ ２７ ４２

１０：００～１１：００ １５ １９ ３４

１１：００～１２：００ ９ ２９ ３８

１２：００～１３：００ １２ １０ ２２

１３：００～１４：００ １１ ７ １８

１４：００～１５：００ １７ １２ ２９

１５：００～１６：００ １７ ６ ２３

１６：００～１７：００ ２５ １６ ４１

１７：００～１８：００ ４６ １５ ６１

１８：００～１９：００ ５８ １０ ６８

１９：００～２０：００ ８７ ４ ９１

２０：００～２１：００ ６６ １０ ７６

計 ４０４ ５２１ ９２５

B 側（大原側―歩道あり）

計B1（西）→B2（東） B1（西）←B2（東）

６：００～７：００ ３人 ３６人 ３９人

７：００～８：００ ６ １７２（うち小学生 128 人 ） １７８

８：００～９：００ １４ １８ ３２

９：００～１０：００ ９ ２２ ３１

１０：００～１１：００ １４ １５ ２９

１１：００～１２：００ １６ １３ ２９

１２：００～１３：００ ６ １１ １７

１３：００～１４：００ １２ ７ １９

１４：００～１５：００ ５４（うち小学生４９人） １２ ６６

１５：００～１６：００ ５１（うち小学生４５人） １３ ６４

１６：００～１７：００ ５８（うち小学生２５人） １１ ６９

１７：００～１８：００ ３４（うち小学生１人） １５ ４９

１８：００～１９：００ ２９ ３ ３２

１９：００～２０：００ ５２ ７ ５９

２０：００～２１：００ ４３ ３ ４６

計 ４０１

集団登下校を除くと ２８１

３５８

集団登下校を除くと ２３０

７５９

集団登下校を除くと ５１１



現状と課題

① ６：００～２１：００での調査では、踏切の A側（茂原側）は、歩道が無いにも拘らず

歩行者数は 925 人で歩道のある B 側（大原側）の 759 人（小学生の集団登下校を除けば511

人）をはるかに超えている。

② ６：００～８：００の間では、小学生の集団登下校を除けば、２倍近くの歩行者が歩道

の無い A側を通行している。

③ １８：００から２１：００の帰路の時間帯においても無歩道の A側の通行量がはるかに

多い。

④ 北側にある駅に向かう横断歩道の利用者は皆無である。

⑤ 朝の出勤時では、B 側から A 側へと踏切の中での横断が非常に多い。帰路時間帯ではそ

の現象は大きく減少している（急ぐ必要がないからと思われる）。

⑥ 舞台（駅東側）にある駐車場へ向かう者は１００％A側を通る。

⑦ A 側の通行者は、ほとんど電車の乗降客がらみのため、電車に乗る人と降りてくる人と

のタイムラグがあり対面する事象は無かった。

上記現象から小学生の集団登下校を除いてほとんど交通法上の無法状態となっている異

常な現状である。

もちろん法を守るべきであるが、この踏切周辺の交通システムは、現状の人の行動の流れ

と全くそぐわないのではないだろうか。

解決には法的に困難な面もあるであろうが、この危険な状態をこのまま放置することは出

来ないであろう。

県、町、警察、住民の協働作業として早急に対応すべき課題と思われる。

対策の１暫定案として、２ｍある B側の歩道を若干狭め Aに路側帯をもうける。

農協方面からの歩道１．５ｍであり、急に踏切の歩道が２ｍとなっているため５０ｃｍは

A側へ移せるのではないか。

現状このような踏切は大原町にも存在する。

パーフェクトな解決は、困難と思われるが、何らかの対策を講ずる必要があるであろう。


